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 各植物や建物（温室・冷温室・柴田記念館）では、

カードにシールを貼る。ただし「到着した」だけでは

シールを貼ることはできない。その場所で植物や建物

を見つけ、その植物を観察した時点で、シールを貼る

ことができる。 

 
 カードは子ども自身が、シールは保護者が持ってい

るが、シールは子ども自身が貼る。保護者の方には「シ

ール用紙をお子さんに渡さないでください。そうする

と、行かずに全部貼ってしまう子もいます」と、繰り

返し注意しておいた。 

 
 シールを貼るカード（台紙）は、わざと順路の通り

には並べていない。説明文（全部ひらがな）をよく読

まないと、どのシールかわからないようにしたのだ。 

 
 チェックポイントは全部で１２カ所、散策時間は約

２時間である。だいたい１０分に一カ所のペースで回

れば、全部終わる。この子は３カ所終了したようだ。 

 
 この植物園ウォーキングは、地図の見方、回る順序、

対象物とシールの一致など、さまざまな難しい要素が

あり、１年生の子どもだけでは難しい。あちこちで、

「次はどこに行こうかな？」と、親子やグループで相

談する姿が見られた。これもねらいの一つである。 

 
 今度は白い大木の根元に、何組もの親子が集まって

いるのが見えた。子どもも大人も木の幹に耳を寄せて

いる。さて、何をしているのだろうか？ 


